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ギ

ヒ
　
′
　
矢

イ
を
４
コ
ン

フ
ｔ
，
マ
ッヽ
／

カ
　

ャ

タ

ダ
ゼ
■

化
タ

マ
■
セ
ッ

カ
　
ヤ

ク

メ

ヾ

ヒ

′

シ
ヽ

／
′́
ザ
ン

マ
カ
マ
ツ

カ

　

ヤ

ク

ス
一ヽ

ヒ
　
ノ

ニ
ヘ

４

升

／

７
カ
マ
ツ

″

　

ヤ

ク

ヌ
、キ

ヒ
　
′

う
ヽ

イ
千
れ
，
ン

フ
ム
″
マ
ッ

カ

　

マ

７

一メ
ギ

ヒ
　
ノ
　
キ
、

う
子

プ

ア
カ
マ
ツ

カ

　

一ヤ

ク
ス
ノ
キ

ヒ
　
′

Ｌ
■

／
〓
４
が
ゾ

．マ
カ

マ
ッ

タ
　
　
マ

タ

メ

ご
氏

ヒ
　
ノ

Ｌ
■

４

～

イ

ア

マ
ツ

カ

　

で

ク

ヌ

ギ
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鹿生息地 における人工造林地の被害防止について
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開発経過 と調査内容

(4).忌 避方法
①.忌  避 剤 :

②.反射テープ :

技 術 開 発 完 了 報 告

様式 3

シカ生息地 内の幼令造林地の被害防除法を確立

を図る。

合  計

③。金 網 柵 :

④.有刺鉄線 lll:

⑤.金網
に金網 と有束1鉄線併用の動
,(対 象動物はシカ, ウサ

(5).調 査事項
① .被 害率調査
忌避剤,反射テープ,金網柵,有刺鉄線柵,金網・有刺鉄線併用 llll
と無処理地 において樹種別に被害率調査を行つた。

②.枯 損率調査
樹種別に枯損率調査を行つた。

評価及び普及指導

当試験地は風当たりが強いため設置した防止柵が強風 (台 風等 )に より倒
れ,シ カ (ウ サギを含む )の食害による被害を受 けて全滅 した。
防止柵を設置する際には,風等を考慮にいれて支柱を鉄筋等の強固な柵 に
にする必要がある。
今後の対策 として,シ カが届かない 2～ 3mの 樹高の苗本を ha当 り50
0本程度植栽する方法を検討 したい。
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鹿生息地 における人工造林地の被害防止について

1. は じaわ に
水土保全,風致景観の維持 に配慮 して,小 面積分散伐採,帯状伐採を行い ,
伐採跡地の更新は, スギ, ヒノキ,イ チイガシの植栽,マ ツ母樹の保残 による
天然下種更新を図つて いるが,更新箇所 にシカによる被害が多発 し,一 部には
草地化がみ られる。
このような現状か らシカ生息地内での幼令本の被害防除法を確立 し

',人
工造

林地を造成を図ることとする。

2.試 験地の設定及び地況・林況
(1).設 定年月  平成 2年 3月
(2).設定場所  都城営林署

霧島固有林 234ほ 7林小班
(3).試 験地の地況・林況
標 高 :880m,方  位 : S ,傾  斜 :10° ,基  岩 :安山岩
土壊型 :BD(d)
林  況 :昭 和 59年 更新地 (マ ツ天下 1類 )で あるが,シ カ等の食害を受

け,マ ツ及び広葉樹の発生もな く,一面ススキの草地となつてい
る。

本数

1,

外 にモ ミ

条 に植 栽 ミはカヤとツバキの列条間に植栽 した。

①.被 害率調査 :

②.枯 損率調査 :

4。 まとめ
(1).植 栽後,タ プノキは 97%が 枯損 したため,被害率調査を実施 しなかつた。
枯損の原因は 900mの 高地で寒害と乾燥害によるものと思われ る。
(2).2年 度のシカの被害は,有刺鉄線柵及び金網・有刺鉄線併用柵 ともに 8～
10%の 食害を受けており2mの 柵高では万全ではないようでぁる。 3年度
は強風のため柵の一部が倒れため柵内に容易にシカ等が進入 し全ての試験地
に 100%の 被害を受け枯損に至つた
(3).2年 度のウサギの被害は,有刺鉄線の場合は楽に進入可能のため被害発生
率が高い。金網 llll及び金網・有刺鉄線併用 Hllに おいても被害が発生 している
のは金網の隙間か ら進入 しての被害 と考え られる。
(4).忌 避剤及び反射テープによる被害防止効果は認め られなかった。
(5).lll種 別のシカ及びウサギに対する被害防止効果では,カ ヤ,ク スノキが比
較的被害発生率が少ない。
(6).金 網等の防止柵別では,金網・有刺鉄線併用柵が最も効果的であり,も う
少 し高 く綿密に金網を張れば万全 と考え られる。但 し,防 止柵の支柱は強風
に対 しても強固な柵にしておく必要がある。

5.考 察
当試験地は風当たりが強い箇所であったため設置 した防止柵が台風による強
風で倒れ,結果的にシカ,ウ サギの食害 を 100%受 けて植栽樹種は全減 した。
2年度結果だけで考えれば,金網防止柵 と 2 Hlの 有刺鉄線防止 Illを併用 した
防止柵はかな り効果的であり,強風 に耐え得 る支柱及び綿密な金網の設置によ
つて防止効果は向上すると思われる。
今後の対策 として,シ カの届かない 2～ 3mの 樹高の苗本を ha当 り500
本程度植栽する方法なども検討 したい。
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HA32(コ ニファー )
コニファー 5倍 液を電動散布機で散布 した。
赤銀防雀テープ
テープを 70～ 80c皿程度に切断 し,小 さい苗木 には 1
箇所,大 きな苗本には 2箇 所取 り付けた。
試験地内の 20× 20mに 金網 による動物進入防止柵を
設置 した。 (対 象動物 ウサギ,図 -2)
試験地内の 20× 20mに 有刺鉄線による動物進入防止
柵を設置 した。 (対象動物シカ,図 -3)

⑤ .金網・有 rll鉄 線併用 Im:
試験地内の 20× 20mに 金網 と有刺鉄線併用の動物進
入防止柵を設置 した。 (対象動物シカ,ウ サギ;図 -4)

(5).調査

②.反射テープ

③.金  網 柵

④。有刺鉄線柵
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表―■  被害率調査
(1).薬剤等 (単位 1%)

注)「忌避」 :忌避剤HA32コ ニフア (5倍液)処理地,「テープ」 :赤銀防雀テープ
処理地 ,「無」 :無処理地

(2).金網等の防止柵                       (単 位 :%)

表-2  枯損率調査

樹 種

2 年 度 3年 度
シ  カ ウサギ シ  カ ウサギ

忌避 テーフ
゜ 毎
い
忌避 テーフ

゜ 鉦
〔
忌避 テーフ

゜ 狂
¨
忌避 テーフ

゜

アカマツ 8

ヒ ノ キ 81 0

カ ヤ 7 0

タプノキ

ク ヌ ギ 0

イヌマキ 6

ツ バ キ

イチイカ
゛
シ 0

クスノキ 4 3 4

平均 4

(単位 :本 ,%)

樹  種 苗区分
栽

数

植

本

査

数

調

本

2年度 3年度

枯損本数 枯損率 枯損本数 枯損率

アカマツ 普通

ヒ ノ キ 普通 1,200

カ ヤ 普通

タプノキ 普通

ク ヌ ギ 普通

イヌマキ 普通

ツ バ キ ポット

イチイカ
゛
シ ポット

クスノキ ポット

計 5,600 1,085 1,085

樹 種

2年 度 3年 度
シ  カ ウサギ シ  カ ウサギ

A B C A B C A B C A B C

アカマツ 0 0 0

ヒ ノ キ 0

カ ヤ 0 0 0

タプノキ

ク ヌ ギ 0 0

イヌマキ 0

ツ パ キ 0 0

イチイカ
゛
シ 0 0

クスノキ 0 0

平均 3

注)A:金 網柵 ,B:有刺鉄線棚 ,C:金網・有刺鉄線併用柵
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